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• このたびはサンポット石油暖房機をお買いあげいただ壬まして、まことにありがとラございました。 
•お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ス I -ープを家族全員で正しくご使用くだ 
さい。 

なお、この取扱説明書は、保証書と共に好ず保存してください。 

お客さまご自身による工事はを険です。据付け工事は販売店やき門業者にご依巧くださし、。 
(ストープを移設させる場合も同じです。） 

■取扱説明書の巻末には保証書び付いていまず。 

保証書はよりよい製品作りやアフターサービスの向上に役立たせていただきまずので、お手 
数でずが所定事項のご記入をご確認のラえ、必ず保証書（販売店様控）をお買いあげの販売 
店にお渡しください。 
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点検.その他 
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取圾編 


I 特にを意していただをたいこと 

安全のために必ずお守りください 


この取扱説明書には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び 
表示されています。 

表示内容をよくご理解いただき、本文をお読みください。 

♦ここにおした事項は警告、么注意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う 
可能性、または义災の可自剖まび想定される内容をおしています。 

A ま意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ラ 
可能性や物的損害の発生が想定される内容をおしています。 

♦イラスト（まんが）の横にあるマークは;欠のように表しています。 


0 ® ® 

マ-ク 禁止 

〇运 

マ-ク JhTTv 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


么警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

• ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使 
用しないでください。 

火災の原因にな0まず。 


奪 

ガソリン厳禁 



煙突外れを険 

• 煙ちびがれたまま使用しないでください。 
かれていると運輯中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 


0 



煙突閉そ<を険 

•煙突びつまったり、ふさがれたままで使用 
しないで < ださい。 

開そくしていると運輯中に排ガスび室内に 
漏れて、危険です。 


0 


巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使用しないでください。 
巧類び落下して火びつさ、火災の原因にな 
りまず。 



スプレー宙厳禁 

• スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなど 
を、ス I — ブの上や前に（周囲に）放置し 
ないで < ださい。 

熱でちの圧力び上びり、爆発して危険です。 


0 



定期点検の実施 

• 定期的 （2 年に1回程度）に点検-整備を 
受けて < ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格ち 
のいる店に依頼してください。 
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安全のために必ずお守りください 


么警告 ( WARNING ) 


ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

• お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼< 
ださい。 

(ス I ブを移設させる場合も同じです。） 


0 


禁止 



A 注意 ( CAUTION ) 


カーテン、寝具など可燃物近接禁止 

• 力ーテン-巧団や毛巧などの燃えやすいもの 
のそばなどで使用しないでください。 

火災び発生ずるおそれびありまず。 禁止 


0 



@ 


可燃物との距離を離す 

■可燃物との離隔距離については標準据付け 
例 （3 巨〜37ぺージ）を参照してください。 


給油時消义 

■火災のおそれびありまずので、給油は、お 
ず消火し、火の気のないところで行ってく 
ださい。 


〇 


指示 


〇 


指示 


庵をが'^ 





( 


t J 

打油 

II け 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれびあ0ます。 


巧]}豆ち"し)まお、 

•燃焼中や消义直後は、高温部（前面ガード 
など)、煙突に手などふれないでください。 
やけどのおそれびあ0ます。 


0 


禁止 


A 


q 〇 

減 


ま意 



ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 (CAUTION) 


指や異物を入れない 

ストーブの内部やガード内などに指や異物 
を入れないで < ださい。 

けびや火災のおそれびあります。 



腰をかけたり物をのせない 

ス I ブの上にのったり、腰をかけたりし 
ないで < ださい。 

ストーブの故障ややけどのおそれびありまず。 
•ス I -ーブの上になびんや水を入れたちのな 
どを置かないで < ださい。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


0 

禁止 



やかんのせ禁止 

• やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接軸によってやかんの熱湯びこぼ 
れ、やけどのおそれびあ0ます。 


0 

禁止 



分解修理の禁止 

•故障、破損した5、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


改造使用の禁止 

改造して使用しないでください。また、ス 
I -ー ブゃ煙突には床暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

火災ゃ排ガスび室内に漏れる原因となり危 
険です。 


0 


禁止 


■ 




換気扇使用禁止 

ス I -ーブを使用している時は室内の換気扇 
を使用しないでください。 

立消えして爆発燃焼ずるおそれびありまず。 
また、換気□-給気□は常に確保し、物な 
どでふさびないで < ださい。 



特殊な場所での使用禁止 

■ス I -ーブは居室の暖房用としてつ <5れたち 
のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶 
対に使用しないでください。また、クリーニン 
グ店、美容院など化学薬品を使用する場所で 
は使用しないでください。 

化学薬品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因になります。 


0 


禁止 



マントルピース内据付け禁止 

• マントルピース内には撤寸けないでください。 
ス I -ーブび故障したり、火災の原因になり 
ます。 


0 


禁止 



ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 (CAUTION) 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をの 
せたりしないでください。また、電源フラ 
グを巧くとさは、コードを持って引さ抜か 
ないで < ださい。 

火災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し込んでください。 

(また、傷んだフラグやゆるんだコンセント 
は使用しないでください。） 

义災の原因になりまず。 

• めれた手での抜さ差しはしないでください。 
感電の原因になりまず。 


〇 

指示 



長期間使用しないときは電源プラグを抜く 


•長期間使用しないとをは、電源プラグを抜 
いて < ださい。 

义災や予想しない事故の原因になりまず。 


运 

電源プラグを巧< 



電源プラグのお手入れをする 

•ときどきは電源フラグを抜き、ほこり（及 
び金属物）を除去して<ださい。 

(ほこりびたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）火災の原因になります。 

指示 
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安全のために必ずお守り < ださい 


A 注意 ( CAUTION ) 


油漏れ確認 

■油タンク-ゴム製送油管-接続部およびス 
I -ー ブなどからな油漏れがないことを確認 
の上ご使用ください。 

'巧油が漏れていると火災のおそれびあります。 


〇 


指示 



不良な油使用禁止 

•変質な油、不純巧油（ミちれた油、水の混じ 
っている灯油等）などの不良巧油を使用し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 


0 


禁止 


お願い （ NOTICE ) 


巧油の廃棄 

•灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 

シリコン配台製品を使用しない 

•ス I ブを使用する部屋または隣接ずる部屋では、シリコン配合の製品を使用しないでください。 
^シリコン配合の製品には、ムースや液体スプレーなどの枝毛用ヘアート U - トメント類の>^ 
' u ヒ粧品や、つや出し剤、防水スプレー、巧類の柔軟剤などびあります。 J 

使用するとストーブの燃焼部にシ U コンび付着し、点火不良や途中消火などの原因になります。 


T 型付ドラフトレギユレーター-ダンパー使用のすすめ 

強風及び突風の影響による不安定な燃焼及び 
熱効率の低下を防止するために、図のよラな 
T 型付ドラフトレギユレーターやダンパー 
(別売部品）のご使用をおずすめしまず。 



T 型付 

ドラフトレギュ レーター 


/ダンパ- 


ご使用前に 
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■使用する場所 

ス I ブをを全に使用するためには、場所の選定が大切です。 

場所の選定は「据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （36 〜37ぺージ参照) 


■効果的に使用するために 


■をたい外気に接する窓ざわや壁側に据付けると、を気が暖め5れて対流しますので効果的です。 
■ストーブの前方に障害物があると、部屋の温度にむらがでをる原因になりまず。 


巧の場所では使用しないでください。乂災や予想しない事故の原因になりまず。 


* 水平でない場所、不を定な場所 
• 不を定な物をのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

•燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気の行えない場所 

• 付近に燃えやすいちのがある場所 

• 階段、避難□などの付近で避難のち障となる場所 

■マントルピース 内 

■温室、飼育室など人のいない場所 
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る部のなまス 


■外観図 

【正面外観図】 



置台 
点乂 ヒータ 
燃焼リング 


煙突接続 □ 
燃焼室上ぶた 
上ぶた押え 
上面ガード 
前面ガード 
反射板 
遮熱板 


リセツトボタン 
表示部 

操作部 

置台固定金具 
調節脚 


【背面外観図】 



ご使用前に 


電源プラグ 
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る部のなまスっづき 


■表示部 


時刻合せ表示 

* 表示 • ’ ’液晶表示部び現在時刻の設定 
を表示中 

• 点滅，’’時刻を変更中 


_タイマー合せ表示 

• 表示…液晶表示部がタイマー時刻の 
設定を表示中 
* 点滅…時刻を変更中 



液晶表示部 

• 初期表示 1--:-] の点滅(運転スイッチ切の場合） 

-電源プラグをコンセントに差し込んだとさ 
•停電後、再通竜したとさ 
-時刻設定していないとさ 
•運転スイッチ「入」 

-自動運転…設定温度、現在温度、义力表示 
•手動運転…义力を「1_〇」 「 P - l 」〜「 P -6」「 Hi 」 

で表示 
义力表示 

•運転スイッチ「切」 . 時計表示 

• 「時刻合せ」「タイマー合せ」表示……設定時刻を表示 
•チェッ クモー ド表示 
•何ち表示しないとさ 
. 停電中 
-省電力表示中 
※バックライト（照明）の明るさを調整することができま 
す。（吕1ぺージ参照） 


E- 


□□ 


み朽^タイ心せ時を哈せ一立つ I I ,つ口翔誦.|| 

ィ 巧を C — I ••二 U 端 1111111111 


設定温度で現在温度で 


火つ 


入/切 


み 


チャイルド□ック表示 



セーブ表示 

• 表示…チャイルド□ック「入」 



• 表示…セーブ運転中 

•点ミ威…運転スイッチを「入」 



• 点滅•’ ’セーブ運転中に室温が設定 

にしたとさ 



室温より2で上昇した場合 



(消火中を点滅） 


午前.午後表示 

午前 • 午後の表示 


义力表示 


表の…火力の大ささを表术 


運転スイッチ 


運転の開始及び消义 


_自動.手動表巧_ 

• r 自動」表示…自動建転中 
• 「手動」表示…手動運転中 


運転ランプ(レッド） 

* 点な…運転中 

* 点滅…消火後再点义したとさ 
(ス I ブがちえると点 
なに変わる） 
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表示部 

操作部（ワンタッチポケット) 



立 B •操作部は、ワンタッチポケットを軽く押し込むと、ゆっくり開きます。 
■ ISIhPl 軽く押し戻すと、□ック して 閉まります。 



• 操作するとさじ(がは、閉じて使用してくださし、 


•操作ボタンを巧すと受付音 （ 「ピッ」音）を発して、受け付けたことをおミ □£ せします。 

(受付音を消す場合は、手動/自動ボタンを10砂 lil 上巧してください。「ピッピッピッ」音を発して設定 
されます。 

ちラー度操作すると「ピッピッピッ」音を発して操作音が発するよラに設定されます。） 

•誤ったボタンを巧すと「ピッピッ」音を発して、受け付けないことをお知6せします。 

(消音設定時は除く。） 




タイマ 


Ssunpot 


設定切換 


-わ 

の 


巧巧臣 


自動 


セーブ 


ほ•弱 


高•強 





手動 

〇〇 


ご使用前に 
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■ほ用前の準備 


■燃料 


■点乂前の準備と確認 


• 燃料は必ず:打ミ由 ( J 旧1号 I 灯油)を使用して < だ 
さい。 

• 不良な油（変質灯;'由、不純灯油）は絶対に使 
用しないでください。 

• 不良な油（変質'灯油、不純な油）を使用する 
と機器の故障の原因になります。 

■給油 

給ミ由はストーブを消火してか5行ってください。 


1油タンクの送油バルブを開める 


1定油面器安全装置のセット 

• 初めて使用すると去やシーズン初めには、 
リセットボタンを押してください。 

据付けや、ス I -ーブに強い振動をあたえた 
とさ、定油面器の安全装置び作動して、ミ由を 
流しません。 

点火操作後、油タンクに灯油び入っていて 
ち 『 E 03』『 E 0 已』 『 E 3 已』のチェックモード 
表示び出たとさは、リセットボタンを押し 
て、安全装置を解除してください。 


2 油タンクの給油□ふたをがし、 

給油する 

• 油量計の表示び「満」の印 1；( 上には絶対 
に入れないでください。 



〇給油□ふたを確実に閉める 


A こぼれたな油はよ<ふさとる 



• ミ由タンクは空にしないでください。 

「空」まで燃焼させるとス I ブより「ボン」 
と音びしたり、すすび発生し、故障の原因に 
なります。 

• 給油するとさは、ごみなどび入5ないよラま 
意して < ださい。 

燃焼不良の原因になります。 


リセットボタンを軽く}甲し、 
すぐ指を離す 




U セットボタンは燃焼中、むやみにさわ 
5ないで < ださい。 
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油漏れの確認 

ゴム製送;'由管ゃストーブの置台に油漏れ 
びないか確認して < ださい。 

万一、油漏れしている場合は送油バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポットま店•営業所へご連絡 
<ださい。 



4 煙突の接続の確認 

• 煙突び正しく接続されているか確認して 
<ださい。 

外れていると運転中に排ガスび室内に漏 
れて、大変危険です。 



準 

備 


3 ス I -ーブ周囲の確認 

ス I -ーブの周囲及び煙突の周囲に引火物 
や可燃物びないか確認してください。 

火災や予想しない事故び発生するおそれ 
びあります。 



5 電源プラグの接続 

• 電源プラグは1 oov の専用コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 
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使用方法 



?し!？日 "1" 1111111 巧 

設定温度で現在温度で火力表示 



省電力表示について 

運転スイッチび「切」でスI-ーブび停止中、ボタンを巧さない状態び2分]; Lb 続<と省電力表ちと 
なり、表示部の表示び全て消えます。この状態か5操作ずる場合は、いずれかのボタンを一度押し 
て表を部を表おさせた後、さ操作を行って<ださい。 


■点乂 




油タンクの送油バルブを開く 


運転スイッチを巧して、 r 入」にする 

• 運転ランプと表示部のノ（ックライトび点灯し、2〜4分予熱後 
着火しまず。 

• 着火後、約2.已分間予備燃焼を行います。 

• 予備燃焼後約2.已分間、火力は中火力になります。 





•燃焼中に運転スイッチを巧して「消义」にしたり、タイマーボタンを押すなどして約2秒じ(上経 
過すると自動消火し、約2分間の;令却の後でないと再点义でさません。 

•煙突の設置条件び悪いと、春先やが□の気温び高い時期に点火時においびすることびあります。 
煙突び正しく設置されているか点検してください。 
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I ぅ 


回凯 npot 


タイマー I 


設定切換 I 


入/切 


?し!？日…"131111の 


設定温度 ‘ C 現在温度で 义力表示 


室温•义力調節 


あ•お 


富•強 


手動 


セーブ 


い J ^ 午 、 LJ 〇 


■ 乂力調節 


自動運転 


I セツトした温度になるよラに、火力を自動的に調節します。 


自動 

飄 


•二ん!ピ日 11111111111 

設を温度で現を温度で 化力表示 


高•谊 


手動/自動ボタンを巧して、自動運転にする 

• _ r 自動」マークと設定温度及び現在温度び表 
示されます。 

乂力/室温調節ボタンの『公』『 ▽ 』を 
押して、お好みの室温を設定する 
•『 A 』 又は『▽』ボタンを巧すと1でづつ変化しまず。 

•室温の設定範囲は「1吕〜32」でです。 

現在温度は「已〜3已」での節囲で表示されます。 

ただし、現在温度び已で未満で「し〇」、3已でを超えると 「 Hi 」 の文字 
表示とな0まず。 

•設定室温の数字は室温のめやすです。設置条件によっては必ずしも室 
温と一致しません。 

•設定室温は一度セツトすれば記憶されますび、停電の場合には解除さ 
れ自動的に「24」でにセツトされまず。 

比較的暖かい時期など、設定室温より室温び上びりすざるとさにはセーブ運聞をご使用ください。 
燃焼•消义をくりかえし、室温を調節しまず。 （23 ページ参照） 


い y C ^ \ 


■セットした火力で運転を続けます。室温調節はしません。 


2 


自動 

飄 


手動/自動ボタンを押して、手動運励こする 

• r 手動」マークと火力（記号）び表示されます。 

乂力/室温調節ボタンの『么』『 ▽ 』を 
押して、お好みの乂力に合せる 
•火力（記号）は「1_〇、 P -1、 P -2、 P -3、 P -4、 

P - 已、 P -6、 HU の8段階で表示されます。 

•設定した火力（記号）に合せて火力表示（バー表示）ち変化します。 

出荷時の火力は 「 P -3」 にセットしてあります。 

•火力は一度セットすれば記憶されますび、停電の場合には解除され 
自動的に自動運転のに4」でにセツトされます。 



-3 


111111 


設を温度で現在温度で义力あ示 



ほ•お 冒•強 

い y I 应 \ 


I 燃焼中にがびかたよったり、赤火び混ったり、また上下変動することびありますび、異常ではあ 
りません。 

I 燃焼中「カチカチ」音びすることびありますび、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
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■使用方法っづき 


ぐ \ 


- — 



L 

」 


■消乂 




1 運転スイッチを再度押して、 r 切」にする 

•運転ランプび消灯し、10秒後バックライトび暗くなります。 
液晶表示部び温度表をまたは火力表示か5現在時刻表おに切 
換ります。 


入/切 



〇油タンクの送油バルブを閉じる 



3 消义を確認する 

• 送風機フアンはス I ブび;ちえるまでの約8分間回りつづけます。 



•長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントか6巧いてください。 
• 電源プラグは送風機ファンび停止してか5抜いてください。 

• 電源プラグをコンセントか5抜いて運転を停止しないでください。 

ス I -ーブび過熱し、故障の原因になりまず。 

•お出かけになるとさは必ず消火してください。 

運転スイツチを「切」にしてください。 
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■使用上の注意 


高温部にま意 

• ス I '■ーブの上面板•上面ガード•前面ガードや煙突などは高温です。 

やけどにミち意して < ださい。 

•特にお子さまをス I プに近づけないでください。 

保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。 

•上面ガードを取り外したり、前面ガードを開いたまま使用しない 
で < ださい。 

放熱器やガラスなどの高温部に誤ってふれますとやけどをします。 



換気扇使用禁止 

■ストーブを使用している時は室内の換気扇を使用しないでくだ 
さい。 

立消えして爆発燃焼するおそれびあります。 

また、換気□•給気□は常に確保し、物などでふさがないでく 
ださい。 



煙ち開そぐを険 

煙突がつまったり、ふさがれたままで使用しないでください。 
閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れて、を険です。 



T 型付ドラフトレギユレーター-ダンパー使用のすずめ 

•強風及び突風の影響による不安定な燃焼及び熱効率のほ下を防止するために、 T 型付ドラフト 
レギュレーターやダンパー（別売部品）のご使用をおすすめします。 


雷時のま意 

•雷が接近したときは、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
激しい雷の影響でス I -ーブび故障するおそれびあります。 


•シーズンオフのように長期間使用しないとをは電源プラグを抜いてください。 


•ガラスには水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。 
ガラスが割れ危険です。 


•ストーブ前面付近は、ふく射熱が強いので熱に弱し)ものを置いたり、敦いたりしないでください。 
変色や変形したりすることがあ0ます。 


燃料を途中で切5したり、送油バルブを閉じたまま燃焼しますと、消えるとさにル爆発音を発 
することびあります。 

燃料を切らさないようにしてください。また、送油バルブが開いていることを確認の上点火し 
てください。 


使 

用 

方 

法 
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■使用方法っづき 




タイマ -L 

曰 sunpot _ 

設を切巧 （ J 

つ 柄 

P う 

巧巧 g 時,1 

弱 遣 

豐セ-ブ 

a 剧 

P 〇〇 






■時刻台せ 

•はじめて使用ずるときや停電後、表示び[-->叫になっている場合ロホ、時刻合せを行ってくださし、。 


停止中でち運転中でち合せることびでさまず。 

1 設定切換ボタンを押して、「0寺刻合せ」 
を表示させる 


設定切換 [ ] 時刻合せ 


乂力/室温調節ボタンの『 A』 『▽』を押す 

•時刻合せ中は「時刻合せ」び点滅します。 

•『 A 』 （時刻送り）ボタンを巧すと時刻は順に進み、『▽』（時刻戻 
し）ボタンを押すと逆に進みます。 

* ボタンを押し続けると早送りになります。 

•10 秒間操作びないと「時刻合せ」び消灯し、現在時刻表示または火力 
表示に切換りまず。 

■停電びあると記憶び解除されまず。再セツトしてください。 


運転中の表示を現在時刻にする設定について 

運輯中の表示を現在時刻に設定することびでさまず。下記の手順を参考に設定してください。 

①時刻合せを行っていない場合は、時刻合せを行ってください。 

⑨運転スイッチを「切」にして室温/火力調節の「▽」ボタンを1□秒じ(上押してください。 

「ピピピッ」とブザー音び鳴り 「 ond 」 rOFFJ と表示して運転中の表示び現在時刻に設定され 
ます。もう一度同じ操作を行うと「ピピピッ」とブザー音び鳴り rood 」 「邮」と表示して自 
動運転時は設定温度と現在温度、手動運転時は义力表示に戻ります。 

運転中の表ちを現在時刻に設定した場合、運転中に义力調節、室温調節を行ラと操作終了か5吕 
分間、火力または温度を表示し、運転中にタイマー時刻合せを行ラと操作終了か51□秒間、夕 
イマー時刻を表をします。 

• 運転中の表ちを現在時刻に設定した場合、設定は記憶されますび、停電で現在時刻の記憶び解除 
された場合、運輯中の表ちは、自動運転時は設定温度と現在温度、手動運転時は火力表をになり 
ます。現在時刻合せを行ラと、運転中、再び現在時刻を表示するよラになります。 



ほ•お 高•強 
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/, - 

1 


前午前 日1 

の 

し 設定温度。 C 現在温度。 C 义力表示 

- り 



- 



— - 


1 」 



■タイマ ー 運転 [タイマー時刻合せ I 

•おめざめ前のきい朝などお巧みの時刻に運転を開始しまず。 


停止中でを運転中でを合せることがでさます。 

1 設定切換ボタンを押して、「タイマー合せ」 
を表示させる 



2 乂力/室温調節ボタンの『 A 』『 ▽ 』を 
押す 

■タイマー時刻合せ中は r タイマー合せ」び点滅 
します。 

•分は已分きざみで動きます。 

•『A』 （時刻送り）ボタンを押すと時刻は順 


ほ•お 高•お 



使 

用 

方 

法 


に進み、『▽』（時刻戻し）ボタンを押ずと逆 
に進みます。 


• ボタンを押し続けると早送りになります。 
•10 秒間操作びないと「タイマー合せ」び消灯 
し、現在時刻表示または火力表示に切換りま 
す。 

■タイマー時刻は一度セットすると記憶されま 
すので、次か5セットする必要はありません。 
• 停電びあると記憶び解除されます。 

再セツトしてください。 
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■使用方法っづき 



(f - A 

入/切 

励 キ前 广.二 in P 

P 

- )) 

I 設定温度で施温度で化力表示 

タイマ-こ 

回 sunpot 、 

設定切巧 

— 〜 ^3^^4>巧乱ゴ|1 白乱 

二ご^ ほ•お 富•強 

A 、 LJ 〔 

ブ 

〕 






バックライ ト (照明)の明るさ調整について 


タイマー待機時および運転スイッチを「切」にした10秒後のバックラ 
イト(照明）の明るさを調整ずることがでさまず。ムソ下の手順を参考に 
して設定して < ださい。 

①運転スイッチ「切」時にタイマーボタンを巳秒じ Lb 押してください。 

⑨ 「ピッピッピッ」とブザー音び鳴り、液晶表示部の表示が!^-2」へ切換り 
まず。（操作音を消音設定している場合は、ブザー音は鳴りません。） 

③ 「1_-2」の状態か S 『 A 』 『▽』を巧ずごとに 

户 の刊 二 「し1」 二 「し2」ゴし3」 二 「し4」 与 

>-卜71±巧り丰才 〇ぐ、、,々 k の n 日ス TVit , 巧口ま ir ホイレ1 . 丰才、 


し 

設定温度で現在溫度で 火力最 

※出を 

巧きは、 
rOFFj 
(聯 

「し 2 

「川 

J に設 
「し2」 
拙荷敵 

定して 

「し3」 

いまず。 

「し4」 

(明） 

(ま） roFF 」 を表おさせ占-と「タイマー」マークも点滅表お タィマ-待機時 

rOFFj 

roNj 

roNj 

roNj 

roNj 

が 2 ) 

④ 設定したい内容を表示させて、『 A 』『 ▽ 』 L ソかのボタンを巧 nm iLm 
し、通常の表示に戻せば設定完了でず。 （5 秒間操作びない場合 . 

ち通常の表示に戻りまず。） 占 2; 

roNj 

が 1 ) 

rL-ij 

暗くな 

「 ON 」 

と同し 
0 まだ 

roNj 

，明るさ 

ん。 

roNj 

—です。 

roNj 

が 2 ) 


■タイマー運転 [タイマー点义 


1 油タンクの送油バルブを開く 


2 運転スイッチを押して、 r 入」にする 

•運転ランプび点灯します。 

•燃焼中にセットする場合、運転スイッチを 
r 入」にする必要はありません。 


3 タイマーボタンを押す 

• 「タイマー」マークび表示します。 

•10 秒間液晶表示部に「タイマー合せ」と夕 
イマー時刻を表示し、その後バックライト 
(照明）び暗< な0ます。 


入/切 



タィマ -I )11 C タイマう タィマ-合せ 


4 お好みの運転を予約する 

自動/手動運転-セーブ運転の予約びでさます。 

•自動/手動運転.セーブ運転はタイマーセツトをしてち解除されません。 
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■タィマ™脈 1 



運転スイッチを再度押して、 r 切」にする 
• 「タイマー」マークび消灯し、バックライト 
び明る < なります。 

(バックライトは10秒後再度暗くなります。) 
バックライトの明るさを rOFF 」 に設定して 
いる場合は、液晶表示部に現在時刻び表示さ 
れます。 


入/切 



タイマ-1 〕 


使 

用 

方 

法 



•タイマー時刻前に点义ずる場合は、再度タイマーボタンを巧してください。 （ 「タイマー」マー 
クび消灯し、温度または火力び表示されます。また、バックライトび明るくなります。） 

バックライトの明るさを rOFF 」 に設定している場合は、タイマーボタンを吕回巧してください。 
(1 回で液晶表示部び表示し、2回目で「タイマー」マークび消灯します。） 



•時刻合せをしていないとタイマー運転はでさません。先に時刻合せを行ってください。（19ぺ一 
ジ参照） 

• タイマー点义をする場合は、周囲に可燃物びあったり、その他危険な状態のないことを確認して 
<ださい。 

■おでかけのとさはタイマー点火をしないで<ださい。予想しない事故び発生するおそれびあります。 
• 停電したとさや運転中にチェックモードび表示されたとさは、タイマー運聞は解除されます。 
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■使用方法っづき 




( - 

入/切 1 




••弓？配" 

の 



1 設定ミ豆度で現在温度で '火力表示 

- -y 



I 


回凯 npot 


タイマー I 


設定切換 I 


室温•义力調節 


巧•お 高•強 


手動 


セーブ 


い夕 I ^、 U Q 


，1 


■セーブ運転（自動運転時） 

•比較的暖い時期など、設定室温より室温び上びりずざるときにご使用ください。燃焼•消义をくりかえし、室豆を調節しまず 


i セーブボタンを押す 

セ-ブ 


1 • 「セーブ」マークび表示しまず。 


• 室温び設定室温より約2で上昇したときは、 
「セーブ」マークび点滅となり、この状態 

^ソ 

巧-フ 


び2分間続くと消火になります。 

再点火は室温び設定室温に下びったとき、「セーブ」マークび点滅か5点灯に変わり、点火に 
なります。 

■セーブ運転は燃焼-消火をくりかえしまずので室温の変動び大さくなりまず。 


■セーブ運転の解除 


1 セーブボタンを再度押す セ_ブ’ 

• 「セーブ」マークび消灯しまず。 

^— 

セーブ運転は手動運転にしますと自動の ^ ~ ^ 

に解除されます。 



■セーブ運転を連続して使用しますと、ガラスにすすび付くことびあります。とさどさセーブ運輯 
を解除し、火力を中〜大で1〜2時間燃焼させて<ださい。 

■セーブ運転は一度セツトすると記憶されますので、消义してち解除されません。 

■停電したとさは、セーブ運転は解除されまず。 
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チャイルド□ックについて 

お子様などによるいたず5操作の防止や、誤って運転スイッチを押してち点义しないよラにしたい 
とさに使用しまず。 


■チャイルド□ック •子供などによるいたず5を防止しまず。 



乂力/室温調節ボタンの『 ▽ 』『 A 』を 
3 秒ムソ上同時に}甲す 

• 「ピー」とブザー音び鳴り、「 —•> 」マー 
クび表示されます。 

運転スイッチを「切」にするじ(かのすべての 
操作びでさません。 



使 

用 

方 

法 


■チャイルド□ックの解除 

1 乂力/室温調節ボタンの『 ▽ 』『 A 』を I 

再度3秒]; Lb 同時に押す が弱 富'な 

• 「ピー」とブザー音び鳴り、「一」マー ▽フ^ 

クび消灯しまず。 ~ 


• 操作音を消音設定している場合は、ブザー音は鳴りません。 

■停電したとさや運転中にチェックモードび表示されたとさは、チャイルド□ックは解除されます。 
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まを装置 

•異常が生じたとさ、自動的に消义ずる装置でず。 


• を全装置が作動した場合、運転スイツチを r 切」にし、ス I ブがをえてか5下記の処 
置をしてください。 


を全装置のなまえ 

作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

巧震自動消义装置 

•地震（震度已程度ムソ上）のとを 
• 強い振動や衝撃を受けたとさ 

[-[!•? 

ス1-ーブの周囲や煙突のかれやゆるみ、 

油漏れなどの異常びないことを確認し 
再点义操作してください。 

停電安全装置 
■停電したとさ 
■電源プラグび抜けたとさ 

E -[! 日 

通電後、再点火操作してください。 

点义を全装置 

• 点义不良 

E -[!3 

次のことを確認し、再点火操作して< 

ださい。 

• ミ由タンクの送油バルブび閉じ5れて 
いないか。 

• ゴム製送油管に空気だまりびないか。 

(38 ぺージ参照） 

• 定油面器の安全装置び作動していな 
いか。 

(1 3ぺージ参照） 

•シリコン配合の製品を使用していな 
いか。 

(8 ページ参照） 

• 再びチェックモードび表示される場 
合には、お買い求めの販売店又は最寄 
りのサンポットま店-営業所へご連絡 
<ださい。 

燃焼制御装置 
•途中で火び消えたとを 

E - □弓 

E - ぉ 
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• 煙突の接続箇所がかれていないか、またまえ金具やまえ線で固定 
されているか点検します。 

• 煙突び鳥の巣や紙などでふさがれていないか点検します。 

• 煙突が腐食などで巧があいたりしていないか点検します。 


使 

用 

ご 

と 


油漏れ•油のたまり 
油のにじみ 


>□ム製送油管や置台に油漏れ、油のたまり、油のにじみがないか 
点検します。 


周囲の可燃物•引义物 

■ストーブの上や周囲•煙突の周囲に可燃物、引义物びないか点検し 
ます。 

排ガスの漏れ 

■排ガスのにおいや、目びチカチカしないか点検します。排ガスが 
漏れていますと危険です。 

煙突 

• 煙突内や煙ちトップが雪やがでふさがれていないか点検します。 
•煙突び落雪などで倒れていないか点検します。 


週 

に 

1 

回 


送風機 フイルター 


、ス I プ背面の送風機フ イ ルター 
を図のよラに引さ巧を、 送風機フ 
イ ルターに付いたほこりを掃除機 
などで取り除さます。 


送風機フィルター 



■日常の点が手入れ 

■点、検-手入れのときの注意 

•必ず運転スイッチを「切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブがをえた状態で行 
つて< ださい。 

■点 検•手入れの必要項目、時期、方法 _ 

時期 1点検•手入れ項目了 ち 法 


突 

煙 


シ—スンはじめ 


点検.その他 
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日常の点巧•手入れ 


つづさ 


点検-手入れ項目 


方 


法 


ガラス 

安全のため、電源プラ 
グをコンセントぶ0 
抜いてか5行ってく 
ださい。 


>長期間の使用などでガラスがすすけることがあります。すすで 
炎が見えにくくなったときは上ぶた巧え、燃焼室上ぶたを外して、 
ガラスをふいて < ださい。 


上面ガードを外ず 


域 



上ぶた押えを固定しているね 
じ (4 本)をかし、燃焼室上ぶた 
を持ち上げる 

• 赤熱筒は燃焼室上ぶたに取 
り付いています。 


内側か5ガラスをふ< 


上ぶた巧え 
燃焼室上ぶた 



燃焼室上ぶたは煙突側に矢印を向けて取り付けてください。 


ストーブタ倾 

ま全のため、電源プラ 
グをコンセントより 
抜いてか5行ってく 
ださい。 


■ス I ブ•置台-反射板などのほ 
こりや'汚れは、乾いたやわ5かい 
巧などできれいにふきとります。 

• シン ナー •アル コール •ベンジンな 
どは使用しないでください。 

前面ガードのがしかた 
• 前面ガードち側上部をフックか5 
外し、棒を下部の巧か5引を抜去、 
手前に開さます。 


フック 



ゴム製送油管 


>ゴム製送油管にひび割れび生じていないか点検しまず。 

>ゴム製送油管は揺年変化しまずので3年に1度新しい物に交換し 
て < ださい。 

>交換はお買いホめの販売店に依頼、又は最寄りのサンポット支 
店-営業所にご相談ください。 



期 

寺 

B- 


適 


時 


月に1回似上 


•シーズンに2〜3回 
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日常の点巧•手入れ 


つづさ 


点検-手入れ項目 


方 


法 


送風機フアン 


電源プラグ 
油タンク 


• 送風機ファンに付いたほこりを次のように取り除いてください。 

- 送風機フィルター 

1 送風機フィルターを引き巧く 


フアンケースを固定している 
ねじ (2 本)をゆるめ、取りがず 


送風機フアンに付いたほこり 
をブラシなどで落とし、掃除 
機で吸い取る 




•送風機フアンに付いたほこりを取り除くとさ、フアンを変形 
させないで< ださい。異常音や異常燃焼の原因にな0ます。 

電源プラグにほこりび付着していないか点検しまず。 


• 油タンク内に水やごみびたまって 
いないか点検します。 

•油タンク内の水抜さ、ストレーナ 
(ろ網）の掃除は、油タンク附属の 
取扱説明書に従って行って < ださ 
し、。 





点検.その他 
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■定期点検 


ヴンポット半密閉式石油ス I -ーブは使用される場巧や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品 
がありますので、修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) で行う技術管 
理講習会修了者(石油機器技術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 

吕シーズン毎に1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検びぶ、要となりますのでお買いホめになった販売店にご相談ください。 


定期点検 


定期点検は専門の技術者が、設置状態、煙突まわりの点検■安全装置及び運転動作の点検■確認、使 
用時間により消耗劣化しやすい部品の点検などを行います。 

ま全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するちのですか！5必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま一お買い求めになった販売店又は最寄りのサンポット支店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用につし>てはお買い巧めの販売店又は最寄りのサンポット支店-営業所にご相談くださし、。 
定期点検の結果、部品交換及び修理などが必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相 
談申しあげます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置状態、煙突まわりの点 
検.確認 

•製品の設置-使用状態•送油経路部の油漏れ（ゴム製送油管含む） 
•煙突接続とつまり 

まを装置及び運転動作の点 
検•確認 

•安全装置の働を •運転動作の点検 

• 操作部品や動く部品の働を 

環境-使用時間によりち化 
しやずい部品の点検.交換 

• 点火ヒータなどの点検 •フレーム□ツドの点検 
•パ’ーナ-燃焼 U ング-赤熱筒などの点検 
• 燃焼用送風機の点検 • 各種パツキンの点検 
• ガラスの点検（劣化の状態により交換の場合ちあります。） 

製品の清掃-整備 

•本体内•送風機フアン•送風機フイルター•油タンクの水抜き 
■送油経路 
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I 巧障•異常の見分け方と処置方法 


巧のような場合は故障ではありません。 


現 象 

原 因 

点 

火 

時 

m 

义 

時 

初めて使用ずるときやシーズン 
始めに、煙やにおいが出る 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 

異常ではありません。 

「ピチピチ J や「カンカン」と 
いラ音びずる 

本体内部の加熱-を却時に出る金属の膨張-収縮音です。 
異常ではありません。 

点义時に「ボン」といラ音びする 

着火音で、異甫ではありません。 

燃 

焼 

時 

青炎の中にホ义び混じる 

異甫ではありません。 

炎の一部び揺らぐ 

異常ではありません。 

「カチカチ」といラ音がする 

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。 

そ 

の 

他 

ガラスび白<なる 

灯油中の成分がガラスに付着するためです。 
異常ではありません。 


点検.その他 
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I 巧障•異甫の見分け方と処置方法っづき 


異常び生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

灯 

し 

な 

い 

点 

火 

し 

な 

い 

し炎 
てび 
燃立 
え上 
るび 
0 

里 

煙 

を 

出 

液晶表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

I 

ジ 

E - □日 

E - D 3 

E - □弓 
E -3 弓 

E-W 

電源プラグがコンセ 
ントか5巧けている 

参 






電源プラグをコンセン 
卜に確実に差し込む 

14 

油タンクに巧油びない 


参 



参 


給油ずる 

13 

停電びあった 




参 



運転スイッチを押し 
なおす 

2 己 

油タンクの送油バル 
ブが閉じている 


参 



参 


送油バルブを開く 

2 己 

定油面器のまを装置 
が作動している 


参 



♦ 


リセットボタンを押す 

13 

煙突ががれていた 
り、ふさびっている 



参 




接続しなおす 
掃除する 

26 

送風機フイ ルター やフアン 
にほこりが讨着している 



参 




掃除する 

26 

28 

地震や強い衝撃びあ 
った 






参 

ス I -ーブ周囲、油漏 
れ、煙突を点検する 

巧 


上の方法で点検し、処置してちなお 5 ないとさは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのヴ 
ンポットま店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとさには故障内容をでさるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 
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III 

1 

1 

— ■=X 



チェックモード表示部 


チェックモードに下記のよラな表示び出たときは、お買い求めの販売店又は最害りのサン 
ポットま店-営業所へご連絡ください。 

E -[! 弓 lE - !•? E - 13 E - 15 
• E - 旧 E -? 弓 E -3? 


点検.その他 
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交換のしかた 


• 経年により消耗、劣化しやすい部品があります。 

•異常かなと思われましたら、お買いホめの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理はを険です。 

■修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器な守協会で行う技術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕 
が修理いたします。 


■消耗、劣化しやすい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換び 
必要な部品 

点义ヒータ-燃焼リング-赤熱筒-各種パツキン-ガラス 

環境により努化しやず 
い部品 

制御基板-燃焼用送風機-ゴム製送油管-フレームロツド 

不良な油を使用されて 
ち化しやずい部品 

電磁ポンプ-定油面器 



f 呆管(長期巧使用しない場合） 

• 長期間使巧しないとを（シーズン終了時）は、次の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントから巧く 

•めれた手で軸！5ないでください。 
感電のおそれがあります。 



2 ストーブタ1•装、送風機フィルター、反射ホ反の掃除をする 

(2 己〜28ぺージ参照） 


〇油タンクの送油バルブを閉じる 


4 ス I ブは据付けたまま保管ずる 

•どうしても取りかして保管するときは、湿気やほこりの少ないところに保管してくださし、。 
■巧シーズンに据付けるときには、必ずお買いホめになった販売店に依頼してください。 
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■仕様 


型 

式 

の 

呼 

び 

KSH -709 KC 

種 




類 

ポット式、強制通気お、自然対流あ 

点 

义 


方 

式 

電気点义 

使 

用 


燃 

料 

な油 ( J 旧1号なミ由） 

燃 

焼 


状 

態 

最大 

最小 

m 

料 

消 

費 

量 

10.1 kW (0.98 日 L / h ) 

2.2 已 kW (0.220 L / h ) 

発 


熱 


量 

36,520 kJ/h 

8,150 kJ/h 

熱 


効 


率 

69.0% 

69.0% 

暖 

房 


出 

力 

7.00 kW 

1.已 6 kW 

が 

お 


寸 

法 

高さ已目己 mm 

幅75日 mm 

奥行371 mm 曜台を含む） 

質 量 

22 kg 

電源電圧なび周波数 

10 OV 己 0/60 HZ 

定 

巧消 

費電 

力 

点火時 

32。/32已 W 1 燃1焼日寺1已/ I 已 W 

待 

機時 

消 

費電 

力 

日.己/0.已 W 

煙 

巧の 


呼び 

径 

106 (3 寸己分） 

標準ドラフト値(最大燃焼時） 


-已 '9 Pa (-0.6 mm HeO ) 

電 

流ヒ 


ュ — 

ズ 

筒形2日 mm 1日 A 1個、筒形 20 mm 日 A 1個 

ま 

全 


装 

置 

対震自動消义装置、 

停電安全装置、点乂安全装置、燃焼制御装置 

附 


属 


品 

置台 （ 1 ) 、置台固定金具 (2) 、壁固定金具 （ 1 ) 、上面ガード （ 1 ) 、遮熱板 （ 1 ) 、ワイ 
ヤーバンド (2)、4 X 2 已タッピンねじり）、取扱説明書 （ 1 ) 


点検.その他 
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■ァフタ-ヴ-ビス 


■保証(しついて 


■保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのうえ、 
販売店からお受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
て < ださい。 

• 保話期間は、お買い上げ曰から1年間です。 


■修理を依頼するとさについて 



「故障.異常の見分けちと処置方法」に従って点検してください。処置してちなお5ないとき 
は、使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買い求めの販売店又は最寄りのサン 
ポットち店-営業所へご連絡ください。 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店び修理いたします。 


ご連絡していただきたい内容 

ご住巧 


おなま又 


電話を号 


製品名 

半密閉式石油ストーブ 

型 名 

KSH -709 KC 

お買い上げ曰 

年月日 

故障又は 
異常の内容 

できるだけ詳しく（表示部のチェック 
モード数字など）お巧 S せください。 

訪問ご希望曰 




チェックモード表术- 
型名- 


•保罰期間が過ぎているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用でをる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

•修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

• ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット支店-営業所へお 
問い合せください。 

■補修用性能部品について 


■半密閉式石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後1□年です。 
• ネ甫修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 
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\ 物 


-遮熱板 


1己 cm 
む上 （ B ) 


150 cm 
な上 


可燃物 


4己 cm じし h 


1已 OcmULh 


付け•巧設 

■据付け-移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店又は据付業者に依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


■据付け場所の選定及び標準据付け例 


据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。 
工事編の r ま全のために必ずお守りください」をお読みになり販売店又は据付業者とよくごホ目 
談してください。また、「標準据付け例」については、下図を参照してください。 


【ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離】 

•ストーブ側面と可燃物は 30 cm しソ上 ( A 寸法)離してください。 

1己 cm まで近づける場合には、前面ガードに附属の遮熱板を取り付けてください。 

• B 寸法は1已 cmL ソ上とおしていますび、煙突と可燃物との離隔距離でも規制されます。 


• 上図では可燃物までの離隔距離をおしていますが、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合ち上図離隔距離としてください。 




点検.その他 
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I 据付け-巧設っづき 


【煙突か!5周囲の可燃物までの離隔距離】 



• 煙突の先端か5水平距離1 mm 内に建物の軒 
びある場合は、その軒か5己 0 cm じ Lb 高くす 
ること。煙突の先端 Im じ I 内に建物の開□部 
(執びないこと。 

■煙突び可燃性の壁などを貫巧する部分は必ず 
めがね石を使用してください。 



貫通ずる壁より厚いこと 


地区により異なることが 
あるので火災予防条例を 
参照する。 ' 


ま*4巳 cmL ソ上の寸法は、煙突び本体か5 
1.8 m を超える場合、1已 cm じ Lb とする。 
煙突は、固定金具で1.己〜 2 m 間隔に固定す 
ること。 


• 小屋裏、天井裏などにある部分は金属し U 外の不燃材料で防火上有効な被覆を行ってください。 

• 可燃性の壁、天井、ル匡裏、天井裏などを貫通する部分及びその付近では煙突の接続はしないで 
<ださい。 

• 不燃物の場合でも性能維持のため、上図離隔距離としてください。 


■ T 型付ドラフトレギュレーター-ダンパー使用のすすめ 


強風及び突風の影響による不安定な燃焼及び熱効率のほ下を 
防止するために、図のよラな T 型付ドラフトレギユレーター 
やダンパー（別売部品）のご使用をおすすめします。 

ダンパーの取付位置はストーブ本体か5約已 OcmL ソ上離れた 
室内のを直部分に取り付けてください。 


■据付け後の確認 



据付けが終わりました5、ちう一度、工事編の r 安全のために必ずお守りください」をお読み 
になり、工事編に記載されているとおり据付け!5れているかどうかを確認してください。 
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午前 I 


狂5■日 


巧定涅度で 現を患度 "C 义力表示 


巧 


自動 
手面 


\y J I ^ A LJ 〔〕 


I 試運転 


，1 


試運転は、販売店又は据付業ちとご一緒に必ず行ってください。 


運転準備 


油タンクに給油ずる 

(1 3ぺージ参照） 



電源プラグをコンセントに差し込む 



定油面器のリセットボタンを押す 

(1 3ぺージ参照） 

• ゴム製送油管内に空気びたまっているこ 
とびありまずので、ゴム製送油管を振つ 
て空気を巧いてください。 



Rl 認 ] 

• 油タンクや送油管 • ゴム製送油管か5油漏れびな 
いか。 

•置台の上などに油びこぼれていないか。 


[運転 


運起スイッチを押して、「入」にする 

•運転ランプと表示部のバックライトび点 
巧します。 

• 吕〜4分予熱後着火します。 

着火後、約2.已分間予備燃焼を行いまず。 


[消义 I 


運転スイッチを再度押して、「切」にする 

•運転ランプび消灯しまず。 

•送風機フアンはス I ブびをえるまでの 
約8分間回りつづけまず。 


正常運転の目を 

• LU 上の項目で異常びなければ正常に運聞し 
ていまず。 



■ス I -ーブより煙やにおいび出ることびあり 
ますび、燃焼室の塗装やパツキン類び焼け 
るためで異常ではありません。最大燃焼で 
数十分運転すると消えますので、部屋の換 
気をしなび5試運聞してください。 


点検.その他 
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I 


設置工事の前に、この工事編をよくお読みの 
ラえ、正しく据付けてください。 _ 


工事編 





まをのために化ずお巧り <ださい 


この工事編には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び表示 
されています。 

表示内容をよくご理解いただき、本文をお読みください。 

♦ここに示した事項は警告、么注意に区分しています。 


AI 

寿告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその作 
業後の不具合によって使用者び死亡、重傷を負ラ可能性、または 
义災の可能14び想定される内容を示しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその作 
業後の不具合によって使用者び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
発生び想定される内容ををしています。 


>イラスト（まんび）の横にあるマークは次のよラに表しています。 


止 示 意 
禁 指：江 

T V T 

7 7 7 

0 〇么 
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A 警告 


据付けや移設は、販売店または据付業ちが巧ってください。 

• お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感電 
や火災の原因になります。 


〇 


指示 


据付けは义災予防条例、電気設備に関する技術基準など 
法をの基準を守って巧ってください。 


〇 


指示 


屋内排気禁止 

屋内に排気ずると、排ガスび室内に巧満して危険 
です。 

必ず屋夕りこが気してください。 


0 


禁止 



煙突を確実に接続 

•煙突を確実に接続し、しっかりと固定してくださ 
い。 

風、振動、衝撃などでがれたりすると運転中に排 
ガスび室内に漏れて危険です。 


〇 


指示 




' v 接続^ 


A 注意 


巧の場所には据付けない 


火災や予想しない事故の原因になりまず。 


0 


禁止 


■水平でない場所、不安定な場所 
■不安定な物をのせた棚などの下 
■可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

■燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気の行えない場所 

■付近に燃えやすいものびある場所 

■階段、避難□などの付近で避難のま障となる場所 

■マントルピース内 

■温室、飼育室など人のいない場所 


据付工事 
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注意 


可燃物との距離を離す 

■標準据付け例 



•ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離 
は図のよラにしてください。 

保守-点検を行ラためにち必要です。 


可燃物 



■ス I ブに附属された置台の上に据付けること。 
■煙突の標準取り付け例 


指示 

■ストーブ側面と可燃物は 
30 cmm 上 ( A 寸法)離してくだ 
さい。 

1已 cm まで近づける場合には、 
前面ガードに附属の遮熱板を 
取り付けてください。 

• B 寸法は1已 cm じ(上と示して 
いますび、煙突と可燃物との 
離隔距離でち規制されます。 

• 左図では可燃物までの離隔距 
離を示していますび、保守点 
検ゃ性能維持のため、不燃物 
などの場合ち左図離隔距離と 
してください。 



じ;\ 


• 煙突の先端か5水平距離1 mL ソ内に建物の軒 
がある場合は、その軒から已 0 cm じ Lb 高くす 
ること。煙突の先端 Im じ(内に建物の開□部 
(執がないこと。 

•煙突が可燃性の壁などを貫通する部分は必ず 
めがね石を使用してください。 


1 OcmlU 上 



めがね石 




貢通する壁よ0厚いこと 


地区により異なることび 
あるので义災予防条例を 
^照する。 


ま* 4已 cm じ(上の寸法は、煙突が本体から 
1 .8 m を超える場合、1已 cm じ(上とする。 
煙突は、固定金具で1.已〜 2 m 間隔に固定す 
ること。 


• ル屋裏、天井裏などにある部分は金属 U 外の不燃材料で防火上有効な被覆を行ってください。 

• 可燃性の壁、天井、ル匡裏、天井裏などを貢通する部分及びその付近では煙突の接続はしないで 
<ださい。 

• 不燃物の場合でも性能維持のため、上図離隔距離としてください。 

■煙ちの固定 

•煙突は、風や振動などで倒れないようまえ金具やまえ線などで固定してください。 

■煙突は、1.已〜 2 m おさに固定金具で固定し、自重を支える部分は支え又は吊り金具で堅固に 
ま持してください。 
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A 注意 


油タンクとの距離を離す 

•油タンクはス I ブより 2 m じ(上離して据 
付けるか、防火上有効な遮へいを設けてく 
ださい。 

据置式の油タンクは、不燃材の床上に据付 
けること。 


〇 

指示 


吕 m じ(上 


雪 


ゴム製送油管の屋外使用禁止 

• ゴム製送油管は屋外で使用しないで<ださ 
し)。 

ひび割れを生じて油漏れの原因になりま 
す。 


油漏れ確認 

•油タンク-ゴム製送油管-接続部およびス 
I -ーブなどか5巧油漏れびないことを確認 
の上ご使用ください。 

巧油び漏れていると火災のおそれびあります。 


0 


禁止 


〇 


指示 



煙突の点検 

•据付けび終わりました5、ちう一度点検して 
<ださい。 

次のよラな取り付けは、危険であったり、異 
常燃焼をおこすおそれびありまずので、必ず 
修正してください。 

■下り勾配、下向き曲がり禁止 


〇 

指示 

Q け 


トップと建物（隣家を含む）の開□部 
(窓など）は1 m な上離れていること 


禁止 


〇 

指示 



据付工事 
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工場出荷時燃焼試験を行っていまずので、赤熱筒や 
燃焼リングなどび一部変色していまずが異常ではお 
りません。 


•本体のほかに次のちのが用意されています。捆包材といっしょに捨てることのないよう点検し、ご使 
用 < ださい。 


部品を 

個数 

使用方法 

置 台 


ストーブの下に敷きます。 

置台固定金具 

2 

置台をス1ブに固定するのに使用します。 

壁固定金具 


ストーブと壁を固定するのに使用しまず。 

上面ガード 


上面板の上に乗せまず。 

歴熱板 


前面ガードに取り付けます。 

ワイヤーバンド 

2 

ゴム製送油管の接続部の固定に使用しまず。 

4 x 2 已タツピンねじ 


壁固定金具を壁に固定するのに使用します。 

取扱説明書 





■据付け 

■据付け場所の選定 ■ス I ブの据付けは、义災予防条例に従ってください。 


ス I ブから周囲の可燃物までの離隔距離は 
図のよラになる場所を選定してください。 

• 燃えやすいちのや障害物のない場所。 

•水平で安定のよい、しっかりした場所。 

•ストーブを背面で固定できる場所。 

(壁に固定できない場所では使用できませ 
ん。） 

• 電源は家庭用1 oov の電源コンセントをご使 
用ください。（電源コードの有効長さは約 2 m 
です。） 



■マントルピース内に据付けたり、ペチカ 
に煙突を接続したりしないでください。 

ス I プが故障したり、火災の原因にな 
0ます。 
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据付け 


つづさ 


■遮熱板の取り付け 


•ス I -- ブ側面と可燃物は 30 cmL ソ上離してくださし、。 
1已 cm まで近づける場合には、前面ガードに遮熱 
板を次のよラに取り付けてください。 

(遮熱板は可燃物に近い方に取り付けてくださし、。） 

1 お熱板のツメを図のように前面ガードの横棒に当 
てる 

上のツメ…上から吕本目の横棒 
下のツメ…下から3本目の横棒 

2 ツメを内側に巧り巧げる 


上から2本目 



ツメを折り曲げる 


〜遮熱版 





■置台の取り付けと水平調節 


I 置台の取り付けとストープの水平調節は次のよ 
うに行ってください。 

I ストーブを置台に索せる 

>ス1 ブび水平になるよラに4圏所の調節脚を 
回して調節ずる 

3フ大平に調節できた6、ストーブのキャビネット 
両側面のねじ(左ち各1本)をがず 

3附属の置台固定金具を置台の固定板に差し込 
み、かしたねじ（左ち各1本）で固定する 




I ストーブは水平に据付けてください。 

対震自動消义装置の誤作動や異常燃焼の原因になります。 


据付工事 
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据付けつづき 


■ス I -ーブの固定 


•ス I ブの固定は次のよラに行 
つてください。 

1 上面板背面のちの図の位置の 
ねじを外す 

2 壁固定金具を上面板のちの図 
の位置に取り付ける 



3 壁への固定は次のように取り付けたを、壁固定金具の長さを合わせて調節ねじを締め付ける 

•木又は厚い合板の壁に固定する場合は、附属のねじ （4 X 2 己）を使用して壁固定金具を壁に直接 
固定してください。 

•モルタル、コンク U - 卜の壁に固定する場合は、市販のコンク U - 卜用プラグ（ねじ径04用） 
を壁に巧ち込み、附属のねじ （4 x 2 己）を使用して壁固定金具を固定してください。 

①ド U ルで下穴をあける。②プラグを下穴に巧ち込む。③壁固定金具をねじで固定する。 



•石冒ボード、薄い合板の壁などに固定する場合は、市販の中空壁用プラグ（ねじ径04巧）を壁 
に巧ち込み、附属のねじ （4 X 25) を使用して壁固定金具を固定してください。 

①ド U ルで下穴をあける。②プラグを下穴に巧ち込む。③壁固定金具をねじで固定する。 



• ±壁、しっくい壁などに固定する場合は、壁にそえ木をしてか5、附属のねじ （4 X 2 已）を使用 
して壁固定金具をそえ木に固定してください。 
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■油タンクの組立てと据付け 



■ゴム製送油管の取り付け 



•ス I ブ側接続金具にかぶせてあるキャッフをかすとき、内部の嫩由び出ることびありますので、 
巧などを当ててかしてください。 

• ゴム製送油管の先端や途中を極端に曲げて配管しないでください。最ルの曲げ半径は1 OOmm 程 
度じ(上としてください。 

ゴム製送油管にひび割れを生じて、油漏れの原因になりまず。 

• ゴム製送油管は上に物をのせたり、重量物びのったり、空気溜りびでさるよラな形状にな5ない 
よラにして <ださい。 

•ゴム製送油管は、 J 旧 S 3022「石油燃焼機器用ゴム製送油管」に合格したもの LU かは使用し 
ないで < ださい。 

• 送油管の匡か部分及び埋設部分は、防鐘処理された鋼管、又は銅管（か径 8 mm 、 肉厚 O . Smm ) を 
使用してください。ゴム製送油管は使用しないでください。 

•ゴム製送油管は紫が線びあたると劣化び早<なりまず。でさるだけ日光にあた5ない場所を選ん 
で < ださい。 

• 金属製送油管で配管する場合は、切断、加工時の切りくずや切粉をされいに取り除いてか!5配管 
して < ださい。 

定油面器か5油びあふれたり、電磁ポンプび故障ずる原因になります。 


据付工事 
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据付けつづき 


■煙突接続□の変更 


•煙突接続□をち側に変更する場合は、巧のよラに 
行ってください。 

1 上面ガードを取り外し、煙導板の取り付けねじ 
(2 本)をがす 

2 煙ち接続□と接続ぶたの取り付けねじ(各4本) 
をがして交換し、再度取り付けねじで固定ずる 

3 上ぶた押えを固定しているねじ （4 本）をがし、 
燃焼室上ぶたを持ち上げる 
• 赤熱筒は燃焼室上ぶた取り付いています。 

4 ホ熱筒まえ板を燃焼室上ぶたに固定しているね 
じに本）を外す 

5 赤熱筒の向きを180’回転させて、再度赤熱筒 
まえ板を燃焼室上ぶたに取り付ける 
• 赤熱筒のつなぎ目が反対側になります。 

6 燃焼室上ぶたの矢印が煙巧接続 □ に向くように 
取り付ける 

7 上ぶた巧えを取り付ける 

8 煙導板を煙突接続□①位置に取り付け、上面ガ 
ードを置く 



煙突接続口 


接続ぶた 





燃焼室上ぶた 
赤熱筒まえ板 
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煙突の取り付け 


煙突は排ガスを屋外に排出するとともに、燃焼に必要な空気を燃焼部へ供給する重要な役割を 
もっています。誤った取り付けは、異常燃焼や义災の原因になりまずので、巧のことを守って 
ください。烟突の取り付けは各地の义災予防条例に従ってください。） 

• 煙突径は呼び径1 06(3 寸已分)を使用してください。 

■さびやすい素材の煙突は、腐食やさびにより煙突がふさがれたりしますので、使用しないでください。 
•新しく煙突を設置する場合は、グラスウール断熱煙突を推奨します。 

•横引き、立上がりの標準寸法は横引き約 1.8 m 、 立上がり約 3.6 m です。 

横弓 I をが標準より長くなる場合は、その長さの1/2の立上びりを追加してください。 

•横引きは、上り勾配になるようにし、途中で下向をにしないでください。 

•煙突の先端は逆風や雨水が入5ないよラに、図のよ 
ラなトップを付けてください。トップは付近の最を 
高いものより日 0 cmJ ； Lh 高い位置に設置してくださ 
い。 

• 屋外立上がり部の接続は T 曲がりを使用し、か巧き 
巧 (6 mm の穴)をあけてください。 

■風の強い地方及び建物の関係か5煙突を極端に高く 
する場合〔最大燃焼時のドラフトが一 30 Pa (- 
S . OmmHsO ) より強い場合〕には、燃焼をま定させ 
るためと、熱効率のほ下を防止するために、図のよ 
ラな T 型付ドラフトレギュレーターやダンパー(月 IJ 
売部品)を使用してください。 

ダンパーの取付位置はス I ブ本体か5約已 OcnU ソ 
上離れた室内のを直部分に取り付けてください。 

■集合煙突を利用する場合には、図のよラな差し込み 
かたをし、煙突が外れないよラ固定してください。 

•外付けの集合煙突や屋外での横引さ煙突の場合、煙 
導部がをやされ、結露しやすくなり、凍結して煙突 
を塞ぐ原因になります。必ず修正してください。 

(特に化側や曰陰部の煙突） 

• 煙突の横弓 I さ延長が長いと、排ガス中の水分が結露して室内をミちしたり、屋外で凍結して煙突を塞し、 
だり、集合煙突か5室内へ漏水することがありまず。 

煙突の横引きが 2 m を越える場合は、お買い求めの販売店にご相談ください。 

試運ぉ 


試運転は使用者とご一緒に必ず行ってください 



煙突トップ \ k 抜き巧 



据付工事 


■運転準備 • 運転 • 消义の手順は取扱編の38ページをご参照 < ださい。 
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■廃棄ずるときのを意 


ストーブを廃棄するときは、必ずな油を抜いてください。 
リサイクルのち障となります。 
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保証書(販売店様控) 


型 名 

KSH -709 KC 

★製造番号 

No . 

保証期間 

1年 


★お買い上げ日 

年月 曰 


ご住所 

★お 客 様 

お名前 


電話 ( ) 





住所-店名 



★版 

売 

店 



@ 




電話 （ 

) 



★印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずお確かめください。 


販売店様へお願い 

0 ) 本保罰書(販売店様控)及び次のページの保証書(お客様控)の★印欄に必ず必要事項をご記入の上、本保証書は 
切り取り線より切り取り保管し、次のぺージの保証書(お客様控)は本取扱説明書とともにお客様にお渡しくださし、。 
※カーボン紙を差し込んで次のページに複写してください。 

(2 体保証書に記載したお客様の個人情報は、保罰期間内のヴービス活動及びその後の安全点検活動のため州こは 
使巧しないでください。 


修理メモ 


困サIIポ! jK なが含な 

干 02 日- 0301 岩手県花卷市北湯口第 2 地割 1 番地 2 目 
お客様相 f 炎窓口 TEL 01 98-37- 1177 


-A 切 D 取〇線マ 































保証書(お客様控) 


型 名 

KSH -709 KC 

★製造番号 

No . 

保証期間 

1年 


★お買い上げ日 

年月 曰 


ご住所 

★お 客 様 

お名前 


電話 ( ) 





住所-店名 



★版 

売 

店 



@ 




電話 （ 

) 



★印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずお確かめください。 


く無料修理規定> 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店が無料修理 
致しまず。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店にご依頼の上、出張修理に際して本書をご提をくだ 
さい。なお、離島及び離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要ずる実費を申し受けます。 

3. 器具はをびしい品質管理のもとに生産しておりますが、使巧される場所や条件、又は使用ひん度等で変化ずることは避け 
5れません。従って未然にトラブルを防止し、末永く安むしてご使用いただくために、2シーズンに1回程度シーズンはじめ 
かお管する前のどち5かに(石油ふろがま、石油給湯機は1〜2年に1回程度)、専門技術者による点検整備を依頼されるこ 
とをおずすめしまず。点検整備-交換部品の費用はお客様にご負担いただをまず。 

4. ご乾居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談 < ださい。 

已.ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売商こ修理がご依頼できない場合には、取扱説明書雲面に記載の 
最寄の当社ま店-営業所にお問い合せぐださい。 

曰.保証期間内でち次の場合には有料修理になりまず。 

(イ）使巧上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷 
(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下等による故障及び損傷 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公書や異常電圧、給水の供給事情等(石油ふろがま、石油給湯機)に 
よる故障及び損傷 

(二）指定臥外の燃料、不純燃料の使用による故障及び損傷 

(ホ）特殊使用(例えば、車両、蹤舶への搭載等)に使用された場合の故障及び損傷 

(へ） 本保証書の提をがない場合 

(卜）本保証書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、或いは字句を書き替え日れた場合 
(チ）条例等に適合しない据付工事が行われたことによる故障及び損傷 

7. 本書は日本国内においてのみち効でず。 

8 . 本書は再発巧致しませんので、紛失しないよラに大切に保管してください。 


修理メモ 


※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものでず。従ってこの保罰書によってお客様 
の法律上の権利を制限ずるものではありませんので、保証期限経過後の修理等についてご不明な場合は、お買い上げの販売 
店または取扱説日月書裏面記載の最寄の当社ま店-営業所にお問い合せぐださい。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳し <は取扱説明書をご覧 <ださい。 

※お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保証期間内のヴービス活動、及びその後の安全点検活動のために記載内容を利 
用させていただく場合がございまずので、ご了承ください。 

困サシポ!な式含な 

干02日-0301岩手県花卷あ化湯口第2地割]香地26 
お客様相談窓 □ TEL 01 98-37- 1177 




























围サ ll ポ! Jh が式含巧 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前目時から午後已時まで〕 
00198-37-1177 FAX .0198-37- 1192 


札幌ち店 

〒〇目5-日042 

札幌巿東区本町2を1 0 T 目1番吕已号 

巧 01 1-78 日-1211 

FAX .011-782-8262 

訓路営業所 

T 085-0051 

訓路市光陽町8番1号 

SOI 日 4-22 -已821 

FAX .0154-32-2289 

帯広営業所 

〒日80•日801 

帯広市東1条南 25 T 目12番地 

Q 0155-22-1 33已 

FAX .0155-28-2266 

旭川営業所 

干 078-8237 

剛1市豊岡7条 6 T 目6番10号 

む016目-34-8目36 

FAX .0166-39-2157 

画館営業所 

干041 -08 日1 

函館巿本适 4 T 目17ま2已号 

巧 013目- 53-2583 

FAX .0138-33-2180 

仙台営業所 

〒日 83-0034 

仙台市宮城野区扇町 4 T 目吕番40号 

巧 022-236-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

〒日的 -8041 

郡山巿富田町字音路1番地109 

巧 024-9 目 2-9288 

FAX .024-962-9266 

青森営業所 

干030 -01 31 

青森市問屋町 2 T 目18番18号 

巧 017-738-4141 

FAX .017-738-5354 

が田営業所 

〒〇 10- 日日14 

が田巿巧戸野け' fflra 15香17号 

巧 0旧- 824-3421 

FAX .018-8243423 

若手営業所 

T 025-0301 

巧卷市化漏□第2地割1番地2巨 

00198-37-1138 

FAX .0198-37-1 旧目 

首都圏営業所 

〒 352-0001 

新座巿ま化 2 T 目吕4き3号 

巧 048-471-842 日 

FAX .048470-1141 

信越営業所 

干3引 -0031 

飄市大き西顧關1114馳日 

0026-252-6161 

FAX .026-252-6162 

大阪営業所 

〒已 64-00 已3 

吹田市江の木町18番27号 

Q 0 目- 6337-3211 

FAX .06 -的 37-3212 

富山営業所 

干 939-82 12 

富山市掛尾町47日番地4 

0076-420-2677 

FAX .076420-2238 

サンポットエンジニアリング株式会社 



サービス 部 

〒〇 65-0042 

札幌市東区本町2を1 0 T 目1番2己号 

な 011.78日.1201 

FAX .011-780-2338 

青森ヴ-ビスセンタ- 

干 030-0 131 

青森市問屋町 2 T 目18番18号 

巧 017-738-4414 

FAX .017-7384415 


サン ポツ トホームぺージ http :// www . sunpot . coJp / 


事業所名-住所-電話番号は変更することがあります。あらかじめ了承願います。 


愛情点検 


口 


♦長年ご使用の石油暖房機の点検をぜひ 


ご使巧の際、 
こんな症!犬は 
あ0まだんか？ 


•油漏れびある。 

♦排ガスのにおいがしたり、 
目びチカチカする。 

♦運乾中異常な音がする。 
♦黒煙を出して燃える。 

参その他の異常や故障がある。 



このよラな場合、事故防止のため使用をせずス 
イッチを切りコンセントか日差し込みプラグを 
巧いて、おずお求めの阪売店または石油機器技 
術管理±や点検整備±に、点検修理をご相談く 
ださい。ご自巧での修理はを廣な場合があ0ま 
ずから、絶対なさらないでくださレ。 


ご購入(据付)年月曰 

年月日 

ご購入店名 


TEL 


4 V 7 K た了 S 苗彌测讓讶资戰盘瞒 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


32400049200 

0675 





















